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1．はじめに 

毎年梅雨や台風シーズンになると土砂崩壊が全国各所で発生し，

家や道路，農地，林地が大きな被害を受け，場合によっては人命が

失われることもある．我が国は，国土の 70%以上が山地や丘陵地で

占められるという地理的な特徴を有しており，鉄道や道路などの主

要な交通網は山間部や海岸沿いの急斜面下を通過するものが多い．

そのため，土砂災害による交通網の寸断は広い範囲に影響を与える

ので，迅速かつ的確な復旧工事が要求される．しかしながら，同工

事は十分な調査を待たずして開始される場合があり，これに携わる

作業員は不安全な状況下で作業を強いられることもある．実際に地

震や台風等による地盤災害の緊急工事において労働災害(2 次災害)

に発展したケースも報告されている． 

本報告では，平成 19年能登半島地震，平成 16年新潟県中越地震，

平成 19年新潟県中越沖地震における労働災害の発生状況について調

査した結果から，災害復旧工事における労働災害の特徴について分

析を行った． 

2．各地震の概要 

 近年発生した 3つの地震についてまとめた．図-1～3にそれぞれの

地震の震度分布図，表 1に被害状況を示した． 

2-1．能登半島地震 

能登半島地震は，平成 19年 3月 25日 9時 42分頃，能登半島沖で

起きた地震である．石川県の七尾市，輪島市，穴水町で最大震度 6

強，マグニチュード 6.9が観測された．  

2-2．新潟県中越地震 

 新潟県中越地震は,平成 16年 10月 23日 17時 56分頃に起きた地

震であり，新潟県川口町で最大震度 7，マグニチュード 6.8が観測さ

れた． 

2-3．新潟県中越沖地震 

 新潟県中越沖地震は，平成 19年 7月 16日 10時 13分頃に起 

きた地震である．新潟県柏崎市，長岡市で最大震度 6 強，マグニ

チュード 6.8が観測された． 
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図-1 能登半島地震・震度分布図 3) 

 

図-2 新潟県中越地震・震度分布図 3) 

 

図-3 新潟県中越沖地震・震度分布図 3) 
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3．地震での労働災害発生状況(事故の型別) 

能登半島地震，新潟県中越地震，新潟県中

越沖地震における災害復旧工事中の労働災害

と平成 18 年度全国の事故の型別分類の割合

を図-4に示す．また各地震種別の住宅被害件

数と全壊を 1とした場合の他の割合を示した

ものを表-21).4),5)に示す．「墜落・転落」が，

一番多い能登半島地震は震源地が海岸沿い

にあり，市街地が遠くにあったため，住家被

害において半壊・一部破損の割合が多くなっ

たためと考えられる．表-2より一部破損の割

合が多くなっていることからもわかる．この

際の災害事例として，屋根の瓦の修理の際に

あやまって墜落・転落した等の労働災害が考

えられる．一方で，「はさまれ・巻き込まれ」，

「切れ・こすれ」では，新潟県中越地震・中

越沖地震の 2 つの地震で多く発生している．

災害復旧工事では通常作業と比べて時間的

な余裕も無い場合も多く，狭隘な

場所での作業となるなど「はさま

れ・巻き込まれ」に対するリスク

は大きくなるものと想像される．

これについて能登半島地震では，

発生割合が少なくなっている．こ

れは地震の規模や地域性による違いではないかと考えられる．また，「切れ・こすれ」は，全壊・半壊家屋の撤去作

業の際に飛散したガラスや木材の撤去時に被災することが考えられる．  

4．まとめ 

 平成 19年能登半島地震，平成 16年新潟県中越地震，平成 19年新潟県中越沖地震における災害復旧工事中の労働

災害の発生状況について調査を行った結果から，労働災害の特徴について分析を行った．その結果，以下の傾向が

わかった． 

1. 「飛来・落下」，「はさまれ・巻き込まれ」が能登半島地震と新潟県で起きた地震で相反する傾向を示した．

これより地震の特徴や災害の規模，また被災状況に応じて，事故の型に関する傾向が変化すると考えられる． 

2. 型別の割合としては比較的少ないが，「倒壊・崩壊」も増加傾向を示した．特に死亡災害となる場合が多く，

土砂崩壊などに注意が必要である． 

以上のことから，地震による災害復旧中の災害には，画一的な傾向は見られないが，地震の特徴や地域性，被災

状況に応じてそれらの傾向が変化することがわかった．特に地域性による傾向の変化がよく見られた． 
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表-1 地震による被害状況 

 死者(人) 負傷者(人) 住家被害(棟) 

能登半島地震 1 359 2000 

中越地震 68 4805 1045103 

中越沖地震 15 2345 41749 
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図-4 地震別・災害復旧工事の事故の型別割合 

表-2 各地震種別の住宅被害件数と全壊を 1とした場合の割合 

 
能登半島地震 新潟県中越地震 新潟県中越沖地震 

件数(棟) 割合 件数(棟) 割合 件数(棟) 割合 

全壊 684 1 3175 1 1331 1 

半壊 1732 3 13810 4 5709 4 

一部破損 26901 39 104510 33 34709 28 

 




